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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ロングタームエボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスに、無認可通信スペクト
ル上の送信のための時間間隔を、アクセスポイントによって、割り当てること、ここで、
前記時間間隔は、ダウンリンクモニタリング送信構成（ＤＭＴＣ）ウィンドウ外に、また
は、間欠受信（ＤＲＸ）サイクル内にあり、と、
　前記無認可通信スペクトル上の前記時間間隔の間に信号を、前記アクセスポイントによ
って、ブロードキャストすること、前記信号は、前記ＬＴＥ－Ｕデバイスについてのペー
ジングインジケーションを備える、と、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記アクセスポイントのページング容量に基づいて前記ＤＭＴＣウィンドウ外に前記時
間間隔を割り当てることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＤＭＴＣウィンドウの開始は、
　　( UEID mod NDMTC ) * DMTCperiod_frames * Nsubframes_per_frame + DMTCoffset_f
rame

　に基づいて前記ＬＴＥ－Ｕデバイスに割り当てられ、
　ここで、ＵＥＩＤは前記ＬＴＥ－Ｕデバイスの識別子を備え、ここで、ＮＤＭＴＣは前
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記ＤＲＸサイクル内のＤＭＴＣウィンドウの数を備え、ここで、ＤＭＴＣｐｅｒｉｏｄ＿

ｆｒａｍｅｓは後続のＤＭＴＣウィンドウ間のフレームの数を備え、ここで、Ｎｓｕｂｆ

ｒａｍｅｓ＿ｐｅｒ＿ｆｒａｍｅは各フレームにおけるサブフレームの数を備え、ここで
、ＤＭＴＣｏｆｆｓｅｔ＿ｆｒａｍｅは前記信号が位置する前記ＤＭＴＣウィンドウの開
始時間からのサブフレームの数を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ＮＤＭＴＣは、前記ＤＭＴＣウィンドウが生じる送信期間の持続期間で除算された前記
ＤＲＸサイクルの持続時間に基づく、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記アクセスポイントによって、
　　前記ＬＴＥ－Ｕデバイスの優先度と、
　　前記アクセスポイントによってバッファされた前記ＬＴＥ－Ｕデバイスについてのメ
ッセージの優先度と、
　　前記時間間隔の間に媒体を得るための前記アクセスポイントの失敗と、および、
　　前記ＬＴＥ－Ｕデバイスが前記時間間隔外でページングインジケーションをモニタリ
ングするという前記アクセスポイントによる決定と
　のうちの少なくとも１つに基づいて、前記時間間隔外で前記ＬＴＥ－Ｕデバイスに更な
るページングインジケーションを送信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記更なるページングインジケーションを含むサブフレームは、前記サブフレームがダ
ウンリンクモニタリング送信構成（ＤＭＴＣ）ウィンドウ外で送信された時に、サブフレ
ーム特有のスクランブリングを使用するパイロットを用いて送られる、請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　前記ＬＴＥ－Ｕデバイスにバックオフ間隔を、前記アクセスポイントによって、割り当
てること、前記バックオフ間隔は、前記信号がブロードキャストされた後の時間のウィン
ドウを備える、と、
　前記バックオフ間隔に基づいて、前記信号をブロードキャストした後にランダムアクセ
スチャネル（ＲＡＣＨ）手順に基づいて前記ＬＴＥ－Ｕデバイスと、前記アクセスポイン
トによって、接続することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記信号は、エンハンスド発見基準信号を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成された手段を
備える、装置。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　無認可通信スペクトル上のページングインジケーションの受信についての時間間隔を、
ロングタームエボリューションの無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスによって、決定すること
、ここで、前記時間間隔は、ダウンリンクモニタリング送信構成（ＤＭＴＣ）ウィンドウ
外に、または、間欠受信（ＤＲＸ）サイクル内にあり、と、
　前記無認可通信スペクトル上の前記時間間隔の間に信号を、前記ＬＴＥ－Ｕデバイスに
よって、受信すること、前記信号は、前記ページングインジケーションを備える、と、
　を備える、方法。
【請求項１１】
　　前記ＬＴＥ－Ｕデバイスの優先度と、
　　アクセスポイントによってバッファされた前記ＬＴＥ－Ｕデバイスについてのメッセ
ージの優先度と、
　　前記ページングインジケーションを含むサブフレームが前記時間間隔内に送られなか
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ったという前記ＬＴＥ－Ｕデバイスによる決定と、
　　前記時間間隔外のページングインジケーションをモニタリングするという前記ＬＴＥ
－Ｕデバイスによる決定と
　のうちの少なくとも１つに基づいて、前記時間間隔外の更なるページングインジケーシ
ョンを、前記ＬＴＥ－Ｕデバイスによって、受信することをさらに備える、請求項１０に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記信号の受信後を待つバックオフ間隔を、前記ＬＴＥ－Ｕデバイスによって、決定す
ることと、
　前記信号を受信した後に前記バックオフ間隔を待った後にアクセスポイントでランダム
アクセスチャネル（ＲＡＣＨ）手順を、前記ＬＴＥ－Ｕデバイスによって、開始すること
と
　をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　請求項１０乃至請求項１２のうちのいずれか一項に記載の方法を実行するように構成さ
れる手段を備える、装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一項に記載の方法を実施するためのコンピュータ実行
可能なプログラム命令を備える、コンピュータプログラム。
【請求項１５】
　請求項１０乃至請求項１２のいずれか一項に記載の方法を実施するためのコンピュータ
実行可能なプログラム命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本開示のある特定の態様は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、
無認可通信チャネルにおいてページングするための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]ワイヤレス通信システムは、音声およびデータのような様々な種類の通信コンテ
ンツを提供するように広く展開されている。典型的な無線通信システムは、利用可能なシ
ステムリソース（例えば、帯域幅、送信電力）を共有することによって、複数のユーザと
の通信をサポートすることができる多元接続システムであり得る。このような多元接続シ
ステムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）シ
ステム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭ
Ａ）システム、等を含み得る。さらに、このようなシステムは、第３世代パートナーシッ
ププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標））、３ＧＰＰ２、３ＧＰＰロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ（登録商標））、ＬＴＥアドバンスド（ＬＴＥ－Ａ）、ＬＴＥアンライ
センスド（ＬＴＥ－Ｕ）、ＬＴＥダイレクト（ＬＴＥ－Ｄ）、ライセンスアシストアクセ
ス（ＬＡＡ）、ＭｕＬＴＥｆｉｒｅ、等のような仕様に適合することができる。これらの
システムは、ワイヤレス通信を容易にするように適応された様々なタイプのユーザ機器（
ＵＥ）によってアクセスされ得、複数のＵＥは、利用可能なシステムリソース（例えば、
時間、周波数、および電力）を共有する。
【０００３】
　[0003]複数のデバイス間でワイヤレスで通信される情報の量および複雑さにより、要求
されるオーバーヘッド帯域幅は増加し続ける。デバイスは、互いに近接して動作し得、異
なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）および／または異なる通信プロトコルで動作する。例え
ば、同じ無認可チャネル上で動作する異なるオペレータのデバイス間の通信を調整するこ
とが望ましくあり得る。
【発明の概要】
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【０００４】
　[0004]添付の特許請求の範囲内のシステム、方法、およびデバイスの様々な実現は各々
、いくつかの態様を有し、これらのうちのどの１つも、単独で本明細書に説明される望ま
しい属性（attributes）を担うものではない。添付の特許請求の範囲を限定することなく
、いくつかの顕著な特徴が本明細書に説明される。
【０００５】
　[0005]本明細書に説明される主題の１つまたは複数の実現の詳細が、添付図面および以
下の説明に記述されている。他の特徴、態様、および利点は、明細書、図面、および特許
請求の範囲から明らかになるだろう。以下の図の相対的な寸法が原寸通りに描かれていな
い可能性があることに留意されたい。
【０００６】
　[0006]本開示の一態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、ロングタームエ
ボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスに、無認可通信スペクトル上の送信のため
の時間間隔を、アクセスポイントによって、割り当てることを備える。方法は、無認可通
信スペクトル上の時間間隔の間にアンカー信号を、アクセスポイントによって、ブロード
キャストすることをさらに備え、アンカー信号は、ＬＴＥ－Ｕデバイスについてのページ
ングインジケーションを備える。
【０００７】
　[0007]本開示の別の態様は、アクセスポイントのような、ワイヤレス通信のための装置
を提供する。装置は、ロングタームエボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスに、
無認可通信スペクトル上の送信のための時間間隔を割り当てるように構成されたプロセッ
サを備える。装置は、無認可通信スペクトル上の時間間隔の間にアンカー信号をブロード
キャストするように構成された送信機をさらに備え、アンカー信号は、ＬＴＥ－Ｕデバイ
スについてのページングインジケーションを備える。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様は、アクセスポイントのような、ワイヤレス通信のための装置
を提供する。装置は、ロングタームエボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスに、
無認可通信スペクトル上の送信のための時間間隔を割り当てるための手段を備える。装置
は、無認可通信スペクトル上の時間間隔の間にアンカー信号をブロードキャストするため
の手段をさらに備え、アンカー信号は、ＬＴＥ－Ｕデバイスについてのページングインジ
ケーションを備える。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様は、実行された場合、アクセスポイントのプロセッサに、ロン
グタームエボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスに無認可通信スペクトル上の送
信のための時間間隔を割り当てさせ、無認可通信スペクトル上の時間間隔の間にアンカー
信号をブロードキャストさせる命令を記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体を提供し
、アンカー信号は、ＬＴＥ－Ｕデバイスについてのページングインジケーションを備える
。
【００１０】
　[0010]本開示の一態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、無認可通信スペ
クトル上のページングインジケーションの受信のための時間間隔を、ロングタームエボリ
ューションの無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスによって、決定することを備える。方法は、
無認可通信スペクトル上の時間間隔の間にアンカー信号を、ＬＴＥ－Ｕデバイスによって
、受信することをさらに備え、アンカー信号は、ページングインジケーションを備える。
【００１１】
　[0011]本開示の別の態様は、ロングタームエボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバ
イスのような、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、無認可通信スペクトル
上のページングインジケーションの受信のための時間間隔を決定するように構成されたプ
ロセッサを備える。装置は、無認可通信スペクトル上の時間間隔の間にアンカー信号を受
信するように構成された受信機をさらに備え、アンカー信号は、ページングインジケーシ
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ョンを備える。
【００１２】
　[0012]本開示の別の態様は、ロングタームエボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバ
イスのような、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、無認可通信スペクトル
上のページングインジケーションの受信のための時間間隔を決定するための手段を備える
。装置は、無認可通信スペクトル上の時間間隔の間にアンカー信号を受信するための手段
をさらに備え、アンカー信号は、ページングインジケーションを備える。
【００１３】
　[0013]本開示の別の態様は、実行された場合、ロングタームエボリューション無認可（
ＬＴＥ－Ｕ）デバイスのプロセッサに、無認可通信スペクトル上のページングインジケー
ションの受信のための時間間隔を決定させ、無認可通信スペクトル上の時間間隔の間にア
ンカー信号を受信させる命令を記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体を提供し、アン
カー信号は、ページングインジケーションを備える。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】[0014]図１は、本開示の態様が用いられ得る無線通信システムの例を例示する。
【図２】[0015]図２は、図１のワイヤレス通信システム内で用いられ得るワイヤレスデバ
イスにおいて利用され得る様々なコンポーネントを例示する。
【図３Ａ】[0016]図３Ａは、一実施形態にしたがった、無認可スペクトルにおける通信の
例示的な時系列図を例示する。
【図３Ｂ】[0017]図３Ｂは、一実施形態にしたがった、無認可スペクトルにおける通信の
別の例示的な時系列図を例示する。
【図４Ａ】[0018]図４Ａは、一実施形態にしたがった、認可スペクトルにおける通信の例
示的な時系列図を例示する。
【図４Ｂ】[0019]図４Ｂは、一実施形態にしたがった、無認可スペクトルにおける通信の
別の例示的な時系列図を例示する。
【図５】[0020]図５は、一実施形態にしたがった、無線通信の例示的な方法のフローチャ
ートである。
【図６】[0021]図６は、一実施形態にしたがった、無線通信の例示的な方法の別のフロー
チャートである。
【発明の詳細な説明】
【００１５】
　[0022]新規なシステム、装置、および方法の様々な態様が、添付の図面を参照して以下
により十分に説明される。しかしながら、本開示の教示は、多くの異なる形態で具現化さ
れることができ、この開示の全体にわたって提示される任意の特定の構造または機能に限
定されると解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、この開示が十分で完全で
あり、当業者に本開示の範囲を十分に伝えるように提供される。本明細書での教示に基づ
いて、当業者は、本開示の範囲が、本開示の任意の他の態様と組み合わされて実現されよ
うと、あるいは独立して実現されようと、本明細書に開示される新規なシステム、装置、
および方法の任意の態様をカバーするように意図されていることを理解すべきである。加
えて、範囲は、本明細書で説明されるような他の構造および／または機能を使用して実施
されるような装置または方法をカバーするように意図されている。本明細書で開示される
任意の態様が、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され得ることが理解される
べきである。
【００１６】
　[0023]特定の態様が本明細書で説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換が
、本開示の範囲内に含まれる。好ましい態様のいくつかの利益および利点が述べられるが
、本開示の範囲は、特定の利益、使用、または目的に限定されるように意図されたもので
はない。むしろ、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク
、および送信プロトコルに広く適用可能であるように意図されており、そのうちのいくつ
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かは、図面および好ましい態様の以下の説明において例として例示される。詳細な説明お
よび図面は、限定ではなく、本開示の単なる例示であり、本開示の範囲は、添付の特許請
求の範囲およびそれらの同等物によって定義されている。
【００１７】
　[0024]「例示的（exemplary）」という用語は、本明細書では、「例、事例、または例
示を提供する」という意味で使用される。本明細書で「例示的」なものとして説明される
任意の実現は、他の実現に対して、必ずしも好ましいまたは有利であるようには解釈され
ない。以下の説明は、当業者の誰もが本明細書で説明される実施形態を製造および使用す
ることを可能にするために提示される。詳細は、説明の目的で、以下の説明に示される。
本実施形態はこれらの特定の詳細の使用なしで実施され得ることを理解するであろうこと
が、当業者によって認識されるべきである。他の事例では、周知の構造およびプロセスは
、不要な詳細により開示された実施形態の説明を曖昧にしないように、詳細に説明されな
い。よって、本願は、示されている実現によって制限されることは意図されておらず、本
明細書に説明される特徴および原理に一致する最も広い範囲が与えられるべきである。
【００１８】
　[0025]ワイヤレスアクセスネットワーク技術は、様々な種類のワイヤレスローカルエリ
アネットワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されるアクセスネットワ
ーキングプロトコルを用いて、近くのデバイスを互いに相互接続するために使用され得る
。本明細書で説明される様々な態様は、Ｗｉ－Ｆｉ、またはより一般的には、ワイヤレス
プロトコルのＩＥＥＥ８０２．１１ファミリの任意のメンバのような、任意の通信規格に
適用し得る。
【００１９】
　[0026]いくつかの実現において、ＷＬＡＮは、ワイヤレスアクセスネットワークにアク
セスする様々なデバイスを含む。例えば、アクセスポイント（「ＡＰ」）およびクライア
ント（局または「ＳＴＡ」とも称される）が存在し得る。一般に、ＡＰは、ＷＬＡＮにお
けるＳＴＡのための基地局またはハブとしての役割を果たす。ＳＴＡは、ラップトップコ
ンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイル電話、等であり得る。一例は、ＳＴＡは
インターネットまたは他のワイドエリアアクセスネットワークへの一般的な接続を取得す
るために、Ｗｉ－Ｆｉ（例えば、８０２．１１ａｈのようなＩＥＥＥ８０２．１１プロト
コル）対応ワイヤレスリンクを介してＡＰに接続する。いくつかの実現では、ＳＴＡはま
た、ＡＰとして使用され得る。
【００２０】
　[0027]アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、ワイヤレスネットワークコントロ
ーラ（「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ（「ｅＮＢ」）、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、
基地トランシーバ局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」
）、無線ルータ、無線トランシーバ、ベーシックサービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サ
ービスセット（「ＥＳＳ」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の専門用語
を備えることができ、これらとして実現されることができ、または、これらとして周知で
あり得る。
【００２１】
　[0028]局「ＳＴＡ」はまた、ユーザ端末、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入
者ユニット、モバイル局、リモート局、リモート端末、ユーザエージェント、ユーザデバ
イス、ユーザ機器、または何らかの他の専門用語を備えることができ、これらとして実現
されることができ、または、これらとして周知であり得る。いくつかの実現では、アクセ
ス端末は、セルラ電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話
、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレ
ス接続能力を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らか
の他の適切な処理デバイスを備え得る。したがって、本明細書で教示される１つまたは複
数の態様は、電話（例えば、セルラ電話またはスマートフォン）、コンピュータ（例えば
、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピューティ
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ングデバイス（例えば、携帯情報端末）、エンターテインメントデバイス（例えば、音楽
またはビデオデバイス、または衛星ラジオ）、ゲームデバイスまたはシステム、全地球測
位システムデバイス、ノードＢ（基地局）、またはワイヤレス媒体を介して通信するよう
に構成された任意の他の適切なデバイス中に組み込まれ得る。
【００２２】
　[0029]本明細書で説明される技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時
分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク
、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ）ネットワークのような様々なワイヤレス通信ネットワークに使用され得る。「ネット
ワーク」および「システム」という用語は、しばしば交換可能に使用される。ＣＤＭＡネ
ットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radi
o Access）、ｃｄｍａ２０００等のような無線技術を実現し得る。ＵＴＲＡは、広帯域Ｃ
ＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））およびローチップレート（ＬＣＲ）を含む。ｃｄｍ
ａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤ
ＭＡネットワークは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ）（登録商標）
のような無線技術を実現し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、進化型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴ
ＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１６、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａ
ｓｈ－ＯＦＤＭのような無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡおよびＧＳＭは
、ユニバーサル移動通信システム（ＵＭＴＳ）の一部である。ロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリリース（release）である。Ｕ
ＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳおよびＬＴＥは、「第３世代パートナーシップ
プロジェクト」（３ＧＰＰ）と呼ばれる団体からの文書に説明されている。ｃｄｍａ２０
００は、「第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）」と呼ばれる団体か
らの文書に説明されている。これらの様々な無線技術および規格は、当該技術分野におい
て周知である。
【００２３】
　[0030]開示された技法はまた、ＬＴＥ－Ａ、ＬＴＥ－Ｕ、ＬＴＥ－Ｄ、ＬＴＥ、ＭｕＬ
ＴＥｆｉｒｅ、Ｗ－ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、高レートパケットデータ（ＨＲＰ
Ｄ）、発展型高レートパケットデータ（ｅＨＲＰＤ）、マイクロ波アクセスのためのワー
ルドワイド相互運用（ＷｉＭＡＸ）、ＧＳＭ、ＧＳＭエボリューションのためのエンハン
スドデータレート（ＥＤＧＥ）、等に関連している技術および関連規格に適用可能であり
得る。ＭｕＬＴＥｆｉｒｅは、無認可スペクトルにおいて単独で動作するＬＴＥベースの
技術であり、無認可スペクトルにおいて「アンカー」を必要としない。異なる技術に関連
する専門用語は、変化し得る。ＬＴＥ－Ｄは、認可ＬＴＥスペクトルを利用するデバイス
ツーデバイス技術であり、３ＧＰＰリリース１２の一部としてリリースされた。ＬＴＥ－
Ｄデバイスは、ネットワーク割り振りされたスロットおよび帯域幅においてメッセージを
送ることで他のデバイスと直接通信することができる。
【００２４】
　[0031]いくつかの実施形態において、考慮される技術に応じて、ＵＭＴＳにおいて使用
されるユーザ機器（ＵＥ）は、いくつか例を挙げると、移動局、局（ＳＴＡ）、ユーザ端
末、加入者局、アクセス端末、等と呼ばれるときもあり得る。同様に、ＵＭＴＳにおいて
使用されるノードＢは、発展型ノードＢ（ｅノードＢまたはｅＮＢ）、アクセスノード、
アクセスポイント、基地局（ＢＳ）、ＨＲＰＤ基地局（ＢＴＳ）、等と呼ばれるときもあ
り得る。ここでは、適用可能であれば、異なる専門用語が異なる技術に適用されることに
留意されたい。
【００２５】
　[0032]図１は、本開示の態様が用いられ得るワイヤレス通信システム１００（またはネ
ットワーク）の例を例示する。ワイヤレス通信システム１００は、ユーザ機器（ＵＥ）１
０６ａ～ｃ（本明細書では「ユーザ機器１０６」と称される）を含み得、それらは、ｅＮ
Ｂ１０４を通してセルラネットワーク（例えば２Ｇ、３Ｇ、４Ｇ ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ｕ、
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ＬＴＥ－Ｄ、および／またはＭｕＬＴＥｆｉｒｅネットワーク）の１つまたは両方と、ま
たはｅＮＢ１０４を通して非セルラネットワーク（例えば、ワイヤレスローカルエリアネ
ットワーク（ＷＬＡＮ））と、または何らかの他のアクセスポイント（ＡＰ）（図示せず
）とワイヤレス通信状態にあり得る。
【００２６】
　[0033]ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、例えば、８０２．１１ａｈ
、８０２．１１ａｃ、８０２．１１ｎ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｂ、または他の８
０２．１１規格に準拠する動作を含み得る。図１に示されるように、ｅＮＢ１０４は、エ
リア１０２においてセルラ通信カバレッジを提供し得る。ＵＥ１０６は、カバレッジエリ
ア１０２内に位置するワイヤレスデバイスを備え得る。ＵＥ１０６は、ＬＴＥ ＵＥとし
て機能する、セルラネットワーク（例えば、ＬＴＥ）を使用して通信リンク１１０上でｅ
ＮＢ１０４と通信し得る。ワイヤレス通信システム１００におけるデバイス間で交換され
た通信は、データユニットを含み得、それは、パケット、フレーム、サブフレーム、ビッ
ト、等を備え得る。
【００２７】
　[0034]幅広く言うと、無線周波数（ＲＦ）スペクトルは、認可および無認可スペクトル
（本明細書では認可および無認可「帯域」とも称される）に分類され得る。いくつかの態
様において、ＬＴＥ規格にしたがって動作するワイヤレスデバイス（例えば、ＵＥ１０６
またはｅＮＢ１０４）は、認可および無認可スペクトルの一方または両方で動作し得る。
例えば、認可スペクトルは、セルラワイヤレス通信（例えば、ＬＴＥ規格にしたがって動
作する通信）のために予約される周波数を含むことができる。しかしながら、無認可スペ
クトルは、一般に、予約された周波数を有しておらず、様々な能力のデバイスは、無認可
スペクトル内の共存動作（coexisting operations）を有する可能性がある。例えば、Ｗ
ＬＡＮデバイスおよびＬＴＥデバイスは両方無認可スペクトル内で動作し得、スペクトル
を排他的に使用することはない。よって、無認可スペクトルのユーザは、他のユーザによ
って干渉を受けやすい。無認可周波数スペクトルにおいて動作するＬＴＥデバイスは、「
ＬＴＥ－Ｕ」または「ＭｕＬＴＥｆｉｒｅ」デバイスと称され得る。いくつかの実施形態
において、ＵＥ１０６は、ライセンスアシストアクセス（ＬＡＡ）プロトコルにしたがっ
てＵＥ１０６と通信し得、それは、認可および無認可スペクトルの両方を使用し得る。し
かしながら、ワイヤレス通信において、周波数スペクトルおよび利用可能な動作時間のよ
うな、通信リソースを共有することは、共存問題を引き起こす可能性がある。本明細書で
説明される技法は、一般に無認可帯域を対象としたものだが、それらはアクセスポイント
の低協調展開（low-coordination deployment）を容易にするように意図されているので
、他の種類の帯域に適用されることができる。
【００２８】
　[0035]例えば、いくつかの態様において、ｅＮＢ１０４は、時分割多重（ＴＤＭ）プロ
トコルを利用して無認可スペクトル上でＵＥ１０６と通信し得、それは、ワイヤレス媒体
にアクセスすることにおける公平さを提供することができる。しかしながら、ＴＤＭプロ
トコルの一部として、ｅＮＢ１０４は、限られた時間期間の間にＵＥ１０６すべてにある
特定の情報を送信することのみが可能であり得る。これは、一般的に連続的な受信プロト
コルを利用する認可スペクトル上での通信とは対照的である。よって、無認可スペクトル
上での通信は、いくつかの事例では、認可スペクトル上での通信よりも少ない頻度で起こ
り得る。
【００２９】
　[0036]ある特定の実施形態において、ｅＮＢ１０４は、「構成ウィンドウ（configurat
ion windows）」またはダウンリンクモニタリング送信構成（ＤＭＴＣ：downlink monito
ring transmission configuration）ウィンドウと称される時間期間の間にＴＤＭプロト
コルに基づいてＵＥ１０６に情報を通信するように試みることができる。これら時間期間
の別の名前は、ダウンリンク送信ウィンドウ（ＤＴｘＷ）であり得る。例えば、いくつか
の態様において、ｅＮＢ１０４は、ＤＭＴＣウィンドウ中にアンカー信号をＵＥ１０６に
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送信またはブロードキャストし得る。ＴＤＭアクセスに特有のいくつかの実施形態におい
て、これらアンカー信号は、ページングインジケータを含み得、それは、ｅＮＢ１０４が
特定のＵＥ１０６についてのデータを有することを示し得る。例えば、ｅＮＢ１０４は、
ＵＥ１０６ａのためのメッセージがあることを示すためにＵＥ１０６ａにページングイン
ジケータを有するアンカー信号を送信またはブロードキャストし得る。しかしながら、認
可スペクトル上での通信とは対照的に、ｅＮＢ１０４は、ページングインジケータ（また
は他の情報）を送信する成功率が低い可能性がある。例えば、認可スペクトル上での通信
では、ｅＮＢ１０４は、間欠受信（ＤＲＸ）サイクル３１０をページングするごとに（例
えば、１６０ｍｓごとに）、各ＵＥ１０６に１ｍｓのページング機会を割り当て得、ｅＮ
Ｂ１０４は、この１ｍｓの間にＵＥ１０６にページング情報を送信するためにワイヤレス
通信媒体を求めて競争する必要がない。いくつかの態様では、認可スペクトルは、信号が
通常利用可能であり、常に既知波形であるため、ページングのためにＤＭＴＣの概念を通
常使用しない場合がある。対照的に、ＬＴＥ－ＵまたはＭｕＬＴＥｆｉｒｅでは、ＵＥ１
０６への情報の送信は、他のデバイスもまた、ｅＮＢ１０４と同時にそれら自体の通信の
ためにワイヤレス媒体を確保するように試み得るので（例えば、ワイヤレス媒体は占有さ
れ得る）、ｅＮＢ１０４がワイヤレス媒体を確保することができるかどうかに依存し得る
。よって、ｅＮＢ１０４は、ＬＴＥ－ＵまたはＭｕＬＴＥｆｉｒｅにおいて以前にスケジ
ューリングされたページング機会が生じるであろう時間より前に確保することができない
場合があり、それは、通信において更なる遅延の原因となる、再送信を必要とする可能性
がある。さらに、５Ｇなどの場合、ＬＴＥ－ＵまたはＭｕＬＴＥｆｉｒｅ展開は密（dens
e）であり得るので（例えば、多くのデバイスを伴う）、ｅＮＢ１０４が送信のための媒
体を確保する可能性が低下する場合がある。よって、本明細書で説明される実施形態は、
無認可スペクトルを介してページング機会および／またはデータを提供する方法を提供す
ることに関する。
【００３０】
　[0037]図２は、図１のワイヤレス通信システム１００内の動作のためにワイヤレスデバ
イス２０２において利用され得る様々なコンポーネントを例示する。例えば、ワイヤレス
デバイス２０２は、ｅＮＢ１０４またはＵＥ１０６のうちのいずれかとして動作し得る。
例示的な実現において、ワイヤレスデバイス２０２は、本明細書で説明される様々な方法
にしたがって構成および使用され得る。
【００３１】
　[0038]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御する電子
ハードウェアプロセッサ２０４を含み得る。プロセッサ２０４は、中央処理ユニット（Ｃ
ＰＵ）またはハードウェアプロセッサとも称され得る。読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）お
よびランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含み得るメモリ２０６は、プロセッサ２
０４に命令およびデータを提供する。メモリ２０６の一部はまた、不揮発性ランダムアク
セスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を含み得る。プロセッサ２０４は通常、メモリ２０６内に記憶
されたプログラム命令に基づいて、論理および算術演算を実行する。メモリ２０６におけ
る命令は、本明細書で説明される方法を実現するために実行可能であり得る。
【００３２】
　[0039]プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサで実現される処理システムの
コンポーネントである、またはそれを備え得る。１つまたは複数のプロセッサは、汎用マ
イクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬ
Ｄ）、コントローラ、ステートマシン、ゲート論理、個別ハードウェアコンポーネント、
専用ハードウェア有限ステートマシン、または情報の計算または他の操作を実行すること
ができる任意の他の適切なエンティティの任意の組み合わせで実現され得る。
【００３３】
　[0040]処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための非一時的な機械可読媒体を
含み得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコ
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ード、ハードウェア記述言語、またはその他の方法で呼ばれるかどうかに関わらず、任意
のタイプの命令を意味するように広く解釈されるべきである。命令は、（例えば、ソース
コードフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、また
は任意の他の適切なコードのフォーマットの）コードを含み得る。命令は、１つまたは複
数のプロセッサによって実行されると、処理システムに、本明細書で説明される様々な機
能を実行させる。プロセッサ２０４は、動作およびデータ通信を制御するためのパケット
を生成するためのパケットジェネレータをさらに備え得る。
【００３４】
　[0041]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔ロケーションと
の間のデータの送信および受信を可能にするために、送信機２１０および受信機２１２を
含み得る。送信機２１０および受信機２１２は、トランシーバ２１４に組み合わされ得る
。アンテナ２１６は、トランシーバ２１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス
２０２はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数
のアンテナを含み得（図示せず）、それらは、例えば、多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信中
に利用され得る。いくつかの実施形態において、複数のアンテナの各々は、ＬＴＥ－Ｕ、
ＬＴＥ－Ｄ、ＭｕＬＴＥｆｉｒｅ、および／またはＷＬＡＮ通信の送信および／または受
信専用であり得る。ワイヤレスデバイスは、ハウジングユニット２０８によってカバーさ
れ得る。
【００３５】
　[0042]ワイヤレスデバイス２０２はまた、ＬＴＥデバイス（例えば、ＬＴＥ－Ｕ、ＬＴ
Ｅ－Ｄ、ＭｕＬＴＥｆｉｒｅデバイス）と通信するためのＬＴＥモデム２３４を備え得る
。例えば、ＬＴＥモデム２３４は、ワイヤレスデバイス２０２がＬＴＥ通信を送信、受信
、および処理することを可能にし得る。ＬＴＥモデム２３４は、ＬＴＥネットワークのた
めの物理（ＰＨＹ）レイヤおよび媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤの両方で動作するた
めの処理能力を含み得る。ワイヤレスデバイス２０２はまた、ＷＬＡＮデバイスと通信す
るためのＷＬＡＮモデム２３８を備える。例えば、ＷＬＡＮモデム２３８は、ワイヤレス
デバイス２０２がＷＬＡＮ通信を送信、受信、および処理することを可能にし得る。ＷＬ
ＡＮモデム２３８は、ＷＬＡＮのための物理（ＰＨＹ）レイヤおよび媒体アクセス制御（
ＭＡＣ）レイヤの両方で動作するための処理能力を含み得る。
【００３６】
　[0043]無線デバイス２０２はまた、アンテナ２１６、送信機２１０、受信機２１２、ま
たはトランシーバ２１４によって受信される信号のレベルを検出および定量化する試みに
おいて使用され得る信号検出器２１８を含み得る。信号検出器２１８は、総エネルギー、
シンボル当たりのサブキャリア当たりのエネルギー（energy per subcarrier per symbol
）、電力スペクトル密度、および他のものを検出する形態でそのような信号を検出し得る
。ワイヤレスデバイス２０２はまた、信号を処理する際に使用するためのデジタルシグナ
ルプロセッサ（ＤＳＰ）２２０を含み得る。ＤＳＰ２２０は、送信用のデータユニットを
生成するように構成され得る。いくつかの態様では、データユニットは、物理レイヤプロ
トコルデータユニット（ＰＰＤＵ）を備え得る。いくつかの態様では、ＰＰＤＵが、パケ
ットと称される。ＤＳＰ２２０は、プロセッサ２０４に動作するように結合され得、プロ
セッサ２２０とリソースを共有し得る。
【００３７】
　[0044]無線デバイス２０２は、いくつかの態様では、ユーザインターフェース２２２を
さらに備え得る。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイクロフォン、スピ
ーカ、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース２２２は、ワイ
ヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝える、および／またはユーザから入力を受信す
るあらゆる要素またはコンポーネントを含み得る。
【００３８】
　[0045]ワイヤレスデバイス２０２の様々なコンポーネントは、バスシステム２２６によ
って互いに結合され得る。バスシステム２２６は、例えば、データバスだけでなく、デー
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タバスに加えて、電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスも含み得る。当業
者は、ワイヤレスデバイス２０２の様々なコンポーネントが互いに結合され得る、または
何らかの他のメカニズムを使用して互いに入力を受け入れるまたは提供し得ることを認識
するであろう。
【００３９】
　[0046]複数の個別のコンポーネントが図２に示されているが、当業者であれば、これら
コンポーネントのうちの１つまたは複数が上記で説明された機能に関してのみ実現される
のではなく、他のコンポーネントに関して上記で説明された機能を実現され得ることも理
解するであろう。例えば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上記に説明さ
れた機能を実現するだけでなく、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して
上記に説明された機能を実現するためにも使用され得る。図２に示されているコンポーネ
ントの各々は、複数の個別の要素を使用して実現され得る。
【００４０】
　[0047]上記に留意されたように、ワイヤレスデバイス２０２は、ｅＮＢ１０４またはＵ
Ｅ１０６を備え得、認可または無認可スペクトル上で通信を送信および／または受信する
ために使用され得る。具体的には、ｅＮＢ１０４またはＵＥ１０６は、無認可スペクトル
において動作するように構成されたＷＬＡＮ、ＬＴＥ－Ｕ、またはＭｕＬＴＥｆｉｒｅデ
バイスを備え得る。図３Ａは、一実施形態にしたがった、無認可スペクトル（「無認可帯
域」とも称される）における通信の例示的な時系列図３００ａを例示する。ある特定の実
施形態において、例示された無認可帯域は、物理専用制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）である
ことができる。
【００４１】
　[0048]例示されるように、時系列図３００ａは、複数のディスクリートＤＭＴＣ期間３
３０、３３２、３３４、３３８（本明細書では「送信期間」とも称される）を備える。各
ＤＭＴＣ期間３３０、３３２、３３４、３３８の間、様々な能力のデバイスは、データを
送信するために無認可スペクトルのアクセスを得ようと試みることができる。例えば、上
述されたように、ｅＮＢ１０４は、ＤＭＴＣウィンドウの間にアンカー信号を送信または
ブロードキャストするためにワイヤレス媒体にアクセスすることを試みることができる。
いくつかの態様では、各ＤＭＴＣ期間は、８０ｍｓ、１６０ｍｓ、または３２０ｍｓであ
ることができる。
【００４２】
　[0049]例示されるように、複数のＤＴＭＣウィンドウ３４０、３４２、３４４、３４８
は、ＤＲＸサイクル３１０にわたって広がる。ＤＭＴＣウィンドウ３４０、３４２、３４
４、３４８は、特定の時間期間の間にのみ起こり得る。例えば、実施形態において、ＤＭ
ＴＣウィンドウ３４４は、長さ６ｍｓであり得る。この実施形態にしたがって、ｅＮＢ１
０４は、ワイヤレス媒体にアクセスするための６ｍｓウィンドウを有し得、リッスンして
いるＵＥ１０６に１つまたは複数のアンカー信号（または他の信号）を送信する。いくつ
かの態様において、各連続するＤＭＴＣウィンドウ３４０、３４２、３４４、３４８は、
インターバル３１５によって提示される、所定の時間量またはフレームによって他のＤＭ
ＴＣウィンドウから分離され得る。例えば、ＤＭＴＣウィンドウ３４２の開始時間は、８
０ｍｓ、１６０ｍｓ、または３２０ｍｓだけ隣接したＤＭＴＣウィンドウ３４０またはＤ
ＭＴＣウィンドウ３４４の開始時間から分離され得る。ＤＭＴＣウィンドウ３４０、３４
２、３４４、３４８が存在しない時間の間、ＵＥ１０６は、ＵＥ１０６が別の方法で情報
を送信または受信するよう試みない限り、（エネルギーを節約するために、さもなければ
バッテリ寿命を延ばすために）「電力節約」モード、「アイドル」モード、または「スリ
ープ」モード状態であり得る。様々な態様において、本明細書で説明される時間の各々は
、前もって決定されることができる（例えば、仕様または構成によって設定される）、ま
たは動的に調整され得、ＤＭＴＣ期間３３０、３３２、３３４、３３８によって異なるこ
とができる。
【００４３】
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　[0050]ＤＭＴＣサブフレーム３５０～３５５におけるパイロット（例えば、共通基準信
号（ＣＲＳ））スクランブリングは、ＤＲＳ（発見基準信号）に特有であり得る（例えば
、ＵＥ１０６によるセルの発見および測定を容易にするために、同じスクランブリングが
２つ以上のサブフレームで使用されることができる）、またはユニキャストデータ送信に
特有であり得る（例えば、異なるスクランブリングがすべてのサブフレーム３５０～３５
５において使用されることができ、それは、既に発見され、場合によってはｅＮＢの１０
４セルによってサービングされるＵＥ１０６により適している）。ｅＮＢ１０４は、それ
のページングインジケーションを、２種類のパイロットスクランブリングが一致するサブ
フレーム（例えば、サブフレーム０ ３５０およびサブフレーム５ ３５５）に制限するこ
とを選択し得る。ｅＮＢ１０４はまた、ページングされたＵＥ１０６の予期された状態に
したがってページングインジケータを送ることを選択し得る（例えば、アイドルＵＥ１０
６は、ＤＲＳスクランブリングされたパイロットを有するサブフレーム３５０～３５５を
介してページングされることができ、接続されたＵＥ１０６は、サブフレーム特有のパイ
ロットを有するサブフレーム３５０～３５５を介してページングされることができる）。
【００４４】
　[0051]ブロードキャストシステム情報が変化する特定のケースでは、ｅＮＢ１０４は、
すべてのＵＥ１０６に通知するためにページングを使用することができる（例えば、ＵＥ
１０６がどのようにシステム情報変更認可ＬＴＥ動作(system information changes lice
nsed LTE operation)を得ることができるかに似ている）、またはｅＮＢ１０４は、ブロ
ードキャスト情報システムが変化するかどうかを決定するために（例えば、ＰＢＣＨチャ
ネルにおける）特定のシグナリングをモニタリングするＵＥ１０６の特定のクラス（例え
ば、接続モードのＵＥ１０６）に依存し得る。ＵＥ１０６の受信および仮説検定（hypoth
esis testing）を容易にするために、ｅＮＢ１０４は、（例えば、セル帯域幅全体を利用
することと対照的に）狭帯域の方法でシステム情報変更シグナリングを送り得る。
【００４５】
　[0052]ＤＭＴＣ期間３３０、３３２、３３４、３３８ごとに１つのＤＭＴＣウィンドウ
が例示されているが、実施形態において、２つ以上のＤＭＴＣウィンドウがＤＭＴＣ期間
３３０、３３２、３３４、３３８ごとにスケジューリングされ得る。これは、各ＤＭＴＣ
期間３３０、３３２、３３４、３３８の大部分がこれら通信に割り振られることができる
ので、緊急事態、例えば、ＬＴＥ－ＵまたはＭｕＬＴＥｆｉｒｅデバイスが緊急通信に利
用される場合において、有益であり得る。
【００４６】
　[0053]例示されるように、１つまたは複数のサブフレーム３５０～３５５は、ＤＭＴＣ
ウィンドウ３４０、３４２、３４４、３４８の間に送信され得る。実施形態において、各
サブフレーム３５０～３５５の持続時間は、１ｍｓであることができる。いくつかの態様
において、サブフレーム３５０～３５５の各々は、それらがｅＮＢ１０４によって送信さ
れた場合、アンカー信号であることができる。アンカー信号は、発見基準信号（ＤＲＳ）
、エンハンスド発見基準信号（ｅＤＲＳ）、または何らかの他の信号を備えることができ
る。
【００４７】
　[0054]各サブフレーム３５０～３５５は、制御部３６０およびデータ部３６５を含み得
る。実施形態において、制御部３６０は、サブフレーム３５４がデータ部３６５内にデー
タを搬送する１つまたは複数のＵＥ１０６を示すことができる。例えば、各ＵＥ１０６は
、無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）によって識別され得る。したがって、制御部
３６０は、例えば、サブフレーム３５４の対象となる受信先であるＵＥ１０６のＲＮＴＩ
を示し得る。いくつかの態様において、専用のＲＮＴＩは、サブフレーム３５４がページ
ングインジケーションを含むことを示すために利用され得る。例えば、サブフレーム３５
４は、特定のページングＲＮＴＩ（Ｐ－ＲＮＴＩ）に宛てられ得、サブフレーム３５４に
おけるページングインジケータをリッスンするすべてのＵＥにブロードキャストされ得る
。よって、Ｐ－ＲＮＴＩを復号するＵＥ１０６は、サブフレーム３５４はページングのた
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めのものであると決定し得る。サブフレーム３５４がページングのためのものである場合
、データ部３６５は、ページングされたＵＥ１０６ごとに識別子を備え得る。
【００４８】
　[0055]例えば、ＵＥ１０６ａがそれはサブフレーム３５４においてページングされたと
決定した場合、ＵＥ１０６ａは、メッセージ（例えば、ｅＮＢ１０４においてバッファさ
れたメッセージ）を受信するためにｅＮＢ１０４との接続を確立することに向けての初期
のステップとしてランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）手順を開始することができる。
一度ＵＥ１０６ａがｅＮＢ１０４と接続すると、ＵＥ１０６ａは、メッセージを受信し、
その後、電力節約モードまたはアイドルモードに入る。いくつかの態様において、サブフ
レーム３５４は、最大１６個までのＵＥ１０６をページングするために利用され得る。し
かしながら、一度により多くのＵＥ１０６がページングされることになると、ページング
された後にそれらがすべてｅＮＢ１０４に接続するよう殺到する（ｒｕｓｈ）可能性があ
るので、ＵＥ１０６がワイヤレス媒体の輻輳を引き起こす可能性が高くなる。よって、い
くつかの態様において、ＤＲＸサイクルにわたってページングインジケーションを広げる
ことが有益であり得る。
【００４９】
　[0056]参照はサブフレーム３５４に対して行われるが、サブフレーム３５０～３５５の
いずれもページングのために利用され得、ページングインジケーションの位置は、ＤＭＴ
Ｃウィンドウによって異なり得る。実施形態において、ＵＥ１０６は、例えば、それがＤ
ＭＴＣウィンドウ３４４のうちの１つのサブフレーム３５２においてＰ－ＲＮＴＩ割り振
りを検出または観測した場合、後続のサブフレーム３５３～３５５をリッスンすることを
停止し得る。これは、ＵＥ１０６がＵＥ１０６にデータが送信されない時間の間にエネル
ギーを使用することを避ける場合があるので、ｅＮＢ１０４が各ＤＭＴＣウィンドウにお
いてページングするために１つのサブフレームのみを利用する実施形態では更なる効率性
を提供し得る。別の実施形態では、ＵＥ１０６は、例えば、それがＤＭＴＣウィンドウ３
４４のうちの１つのサブフレームにおいてそれ宛てのページングメッセージを検出した場
合、後続のサブフレームをリッスンすることを停止し得る。これは、ＤＭＴＣウィンドウ
において送信されるべき更なるページングメッセージ可能にし得、それは、例えば、緊急
事態において有効であり得る。
【００５０】
　[0057]いくつかの実施形態において、無認可スペクトルにおけるページングは、アンカ
ー信号に限定され得る（例えば、ページングはＤＭＴＣウィンドウ外で生じることはない
）。実施形態において、ＤＲＸサイクル３１０において利用されるＤＭＴＣウィンドウの
数（ＮＤＭＴＣ）は、ＤＭＴＣ期間３３０、３３２、３３４、３３６の持続時間（ＤＭＴ
Ｃｐｅｒｉｏｄ）で除算されたＤＲＸサイクル３１０の持続時間（ＴＤＲＸ）に等しくな
るように設定され得る。例えば、ＴＤＲＸが１．２秒に設定され（例えば、ＵＥ１０６が
１．２秒ごとにページングされ得る実現）、ＤＭＴＣｐｅｒｉｏｄが３２０ｍｓに設定さ
れた場合、ＮＤＭＴＣは４に等しくなり、結果として３．７５ＤＭＴＣ機会に等しい（例
えば、３つよりも多くの機会がＤＭＴＣウィンドウに利用可能である）。一態様において
、ＮＤＭＴＣの値は、ＤＭＴＣウィンドウ３４８に例示されたＮの値に対応し得る。秒数
およびミリ秒数が説明されているが、フレームの数のような、他の変数が利用され得る。
ある特定の態様において、ＤＲＸサイクル３１０の長さは、ＤＭＴＣ期間の長さの整数倍
であり得る。例えば、ＤＲＸ期間は、３２フレーム、６４フレーム、１２８フレーム、２
５６フレーム、等であり得、ＤＭＴＣ期間は、４フレーム、８フレーム、１６フレーム、
等であり得る。
【００５１】
　[0058]いくつかの実施形態において、ＵＥ１０６は、ＤＭＴＣサブフレーム３５０～３
５５のサブセットを構成する特定のサブフレームにおいてのみページングを予期するよう
にさらに制限され得る。サブフレーム３５０～３５５の数に対する制限は、構成（例えば
、スケジューリング情報ブロック（ＳＩＢ）におけるブロードキャスト）を介し得る、ま
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たは仕様を介し得る。そのような制限の場合において、異なるＵＥ１０６がＤＭＴＣサブ
フレーム３５０～３５５の異なるサブセットにおけるページングインジケータを予期する
ように割り当てられ得る。実施形態において、異なるサブセットは、ＵＥ１０６の永久的
または一時的なアイデンティティの機能であることができる。
【００５２】
　[0059]いくつかの実施形態において、ＵＥ１０６がページングインジケータをモニタリ
ングするように通常構成されるであろう、いずれのサブフレーム３５０～３５５もｅＮＢ
１０４が送信しなかったと決定すると、ＵＥ１０６は、ＵＥ１０６が通常モニタリングす
るであろうサブフレーム３５０～３５５に後続して、フォールバックサブフレーム３５０
～３５５のセットにおけるページングインジケータの存在をモニタリングするように試み
ることができる。例えば、次のＤＭＴＣ ＤＲＸサイクル３１０のページング機会まで待
機する代わりに、ＵＥ１０６は、例えば、ＵＥ１０６が検出することができないＤＭＴＣ
ウィンドウ３４４に直後に連続するＤＭＴＣウィンドウ３４８におけるページングインジ
ケーションについてモニタリングすることができる。別の実施形態において、次のＤＭＴ
Ｃ ＤＲＸサイクル３１０のページング機会まで待機する代わりに、ＵＥ１０６は、ＵＥ
１０６のページングサブフレーム３５０～３５５の通常割り当てられたサブセットの開始
から所定のオフセット（例えば、１０ミリ秒）において開始するもう１つのサブフレーム
におけるページングインジケーションについてモニタリングすることができる。いくつか
の態様において、ＵＥ１０６の動きをマッチさせるために、例えば、媒体競合または何ら
かの他の理由によりｅＮＢ１０４が通常割り当てられたサブフレームにおけるページング
を送信することを許可されなかったと決定すると、ｅＮＢ１０４は、フォールバックサブ
フレームにおいてＵＥ１０６を再度ページングするよう試みることができる。
【００５３】
　[0060]いくつかの実施形態において、ある特定のタイプのＵＥ１０６（例えば、接続モ
ードのＵＥ）は、ＤＭＴＣウィンドウ３４０～３４８外のサブフレームにおけるページン
グインジケータをモニタリングするように割り当てられ得る。いくつかの態様において、
ｅＮＢ１０４は、ＤＭＴＣウィンドウ３４０～３４８外のサブフレームにおいてページン
グが生じた場合、ＵＥ１０６をページングするためにサブフレーム特有のパイロットスク
ランブリングを使用し得る。例えば、サブフレーム特有のパイロットスクランブリングは
、場合によってはフォールバックの理由により、ＤＭＴＣウィンドウ３４０～３４８外の
ページングインジケータを偶然モニタリングするアイドルモードのＵＥ１０６または接続
モードのＵＥ１０６に利用され得る。
【００５４】
　[0061]いくつかの態様において、ページングされた各ＵＥ１０６は、ランダム分布関数
に基づいて利用可能なＤＭＴＣウィンドウ３４０、３４２、３４４、３４８のうちの１つ
に割り当てられ得る。例えば、実施形態において、ｅＮＢ１０４、ＵＥ１０６ａ、または
両方が、（参照番号３２０によって表される）ＵＥ１０６ａに割り当てられたＤＭＴＣウ
ィンドウの開始時間を決定し得る。一態様において、開始時間は、以下と等しくなるよう
に設定され得る。
【００５５】
　[0062]　　( UEID mod NDMTC ) * DMTCperiod_frames * Nsubframes_per_frame + DMTC

offset_frames

　[0063]実施形態において、ＵＥＩＤは、ＵＥ１０６のための識別子（例えば、ＲＮＴＩ
または何らかの他の識別子）の値であり、ＤＭＴＣｐｅｒｉｏｄ＿ｆｒａｍｅｓは、後続
のＤＭＴＣウィンドウ（例えば、インターバル３１５）の開始時間の間のフレームの数に
等しく、Ｎｓｕｂｆｒａｍｅｓ＿ｐｅｒ＿ｆｒａｍｅは、各フレームにおけるサブフレー
ムの数に等しく、ＤＭＴＣｏｆｆｓｅｔ＿ｆｒａｍｅｓは、ページングが生じる割り当て
られたＤＭＴＣウィンドウの開始後のフレームの数に等しく、それは０であり得る。いく
つかの態様において、オフセット３２５によって例示されるように、ＤＭＴＣｏｆｆｓｅ

ｔ＿ｆｒａｍｅｓは、非０であり得る。ＤＭＴＣウィンドウ３４０、３４２、３４４、３
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４８にＵＥ１０６を割り当てるための他の公式が可能である。よって、ＵＥ１０６ａは、
例えば、ｅＮＢ１０４がＵＥ１０６ａのためのページングインジケーションを送信するか
どうかを決定するために、決定されたＵＥ割り当てタイミング３２０において（またはそ
の後に）ページングインジケータをリッスンすることができる。
【００５６】
　[0064]上述されたように、ＵＥ１０６は、ＤＭＴＣウィンドウ３４４の持続時間のため
のページングインジケーションをリッスンし続けることができるが、ページングインジケ
ーションが復号された後にリッスンするのをやめることを選択する可能性がある。ＤＭＴ
Ｃウィンドウ３４４の間（またはその前に）、ｅＮＢ１０４は、ＵＥ１０６にページング
インジケーションまたは他の情報を送信するためにワイヤレス媒体のアクセスを得ること
を試みることができる。ある特定の態様において、ｅＮＢ１０４は、ＤＭＴＣウィンドウ
３４４のスケジューリングされた開始時間においてワイヤレス媒体上で送信するためのア
クセスを得ることができない。例えば、ｅＮＢ１０４は、ＤＭＴＣウィンドウ３４４のス
ケジューリングされた開始の３ｍｓ後までワイヤレス媒体上で送信するためのアクセスを
得ることができない。実施形態において、ｅＮＢ１０４は、その後、ＤＭＴＣウィンドウ
３４４の残り３ｍｓの間にサブフレームを送信し得る。この実施形態にしたがって、ｅＮ
Ｂ１０４は、残りのサブフレームのうちの１つにおいてページングインジケーション（例
えば、Ｐ－ＲＮＴＩ）を送信し得る。よって、ＤＭＴＣウィンドウ３４４に割り当てられ
たＵＥ１０６は、たとえｅＮＢ１０４が所定の時間にワイヤレス媒体へのアクセスを得る
ことができなかったとしても、ページングインジケーションを得ることができ、ページン
グインジケーションを受信するための別の機会を受信する前に全ＤＲＸサイクル３１０を
待つ必要はない。有益なことには、無認可スペクトルにおけるワイヤレス通信のレイテン
シが減少し得る。様々な態様において、ｅＮＢ１０４は、チャネル競合またはチャネルア
セスメントの様々な方法を通じてワイヤレス媒体上で送信するためのアクセスを得ること
ができる。例えば、ｅＮＢ１０４は、ＤＭＴＣウィンドウ３４０、３４２、３４４、３４
８の間にワイヤレス媒体へのアクセスを得るための優先度の高い媒体競合メカニズム（hi
gher-priority medium contention mechanism）を利用し得る。実施形態において、ｅＮ
Ｂ１０４は、ワンショットリッスンビフォアトークメカニズム（ＬＢＴ：one-shot liste
n-before-talk mechanism）を利用し得る。
【００５７】
　[0065]いくつかの態様において、ＤＭＴＣウィンドウの一部は、それが開始するＤＭＴ
Ｃ期間外にあり得る。例えば、図３Ｂは、一実施形態にしたがった、無認可スペクトルに
おける通信の別の例示的な時系列図３００ｂを例示する。例示されるように、時系列図３
００ｂは、ＤＭＴＣウィンドウ３８０、３８２、３８８をそれぞれ含む、複数のＤＭＴＣ
期間３７０、３７２、３７８を含むＤＲＸサイクル３９０を備える。例示されるように、
ＤＭＴＣウィンドウ３８０、３８２、３８８は、複数のＤＭＴＣ期間３７０、３７２、３
７８のうちの１つの中で開始し、次のＤＭＴＣ期間に及ぶ。よって、ＤＭＴＣウィンドウ
は、ＤＭＴＣ期間内のいずれの時間でも起こり得る。
【００５８】
　[0066]図４Ａは、一実施形態にしたがった、無認可スペクトル（「無認可帯域」とも称
される）における通信の例示的な時系列図４００を例示する。対照的に、図４Ｂは、一実
施形態にしたがった、無認可スペクトルにおける通信の別の例示的な時系列図４５０を例
示する。
【００５９】
　[0067]例示されるように、図４Ａの時系列図４００は、１６０ｍｓの送信期間４１０を
備える。他の実施形態では、送信期間４１０は、より短いまたはより長いが可能性がある
。更なる送信期間はまた、送信期間４１０の前または後に存在し得、連続的な送信プロト
コルの一部を形成し得る。例示されるように、複数のフレーム４２０は、送信期間４１０
内で送信される。さらに例示されるように、各フレーム４２０は、複数のサブフレーム４
２５を備えることができる。実施形態において、各フレーム４２０は、持続時間が１０ｍ



(16) JP 6926098 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

ｓであることができ、複数のサブフレーム４２５におけるサブフレームの各々は、持続時
間が１ｍｓであることができる。認可スペクトル上の通信のある特定の実施形態において
、フレーム４２０ごとの４つのサブフレームは、ページング機会として利用され得る。よ
って、この実施形態にしたがって、１６０ｍｓの送信期間４１０において６４個のページ
ング機会が存在し得る。
【００６０】
　[0068]同様に、図４Ｂの時系列図４５０は、１６０ｍｓのＤＭＴＣ期間４６０を備える
。しかしながら、無認可スペクトルでは、ページング機会は、アンカー信号がブロードキ
ャストされた時のみに生じる可能性がある。例えば、実施形態において、１つのＤＭＴＣ
ウィンドウ４７０のみがＤＭＴＣ期間４６０内で生じ得る。この実施形態は、無認可スペ
クトルにおけるワイヤレス通信に公平性を提供するために必要または望ましくあり得る。
例示されるように、複数のサブフレーム４７５は、ＤＭＴＣウィンドウ４７０（例えば、
６つのサブフレーム）の間に送信され得、いくつかの態様において、各サブフレームは、
ページング機会として使用され得る。しかしながら、６つのサブフレームが可能になり得
るが、サブフレームの一部のみがページングに利用されるのが望ましくあり得る、または
ＤＭＴＣウィンドウ４７０の間に送信するｅＮＢ１０４は、複数のサブフレーム４７５の
すべてを送信するためにワイヤレス媒体を確保することはできない。よって、無認可スペ
クトルにおいて利用可能なページング機会の数は、同じ長さの認可スペクトルにおいて利
用可能なページング機会の数の１０．６６７分の１～６４分の１であり得る。
【００６１】
　[0069]さらに、各ページング機会が複数のＵＥ１０６をページングするために使用され
、ページングされたＵＥ１０６がすべて、それらがページングされた後にｅＮＢ１０４に
接続することを試みる場合（例えば、ページングサブフレームを受信した後すぐに、また
はページングサブフレーム後の第１の「ＲＡＣＨアンカー」において）、ワイヤレス通信
の衝突の可能性が増加する場合がある（例えば、ラッシュ条件（rush condition）が生じ
る可能性がある）。したがって、実施形態において、ページングサブフレームを受信した
後すぐに、またはページングサブフレーム後の第１のＲＡＣＨアンカーにおいて（例えば
、ｅＮＢ１０４からメッセージを受信するために）ＲＡＣＨ手順を開始する代わりに、Ｕ
Ｅ１０６は、非０バックオフウィンドウ４８０から始めることができる。いくつかの態様
において、バックオフウィンドウ４８０は、ＵＥ１０６をページングしたページングサブ
フレームから、ＵＥ１０６をページングしたページングサブフレームの後の第１のＲＡＣ
Ｈアンカーから、または何らかの他の定義された因果的なアンカーポイントから、カウン
トされることができる。バックオフウィンドウ４８０のサイズは、（例えば、ページング
されたＵＥ１６０にわたって）ランダムであることができ、ＵＥ１０６のための最大ウィ
ンドウサイズのサイズ次第であり得る。バックオフウィンドウ４８０の終了後、ＵＥ１０
６は、次に生じるＲＡＣＨアンカー４８５においてＲＡＣＨ手順を開始することができる
。
【００６２】
　[0070]ある特定の態様において、バックオフウィンドウ４８０のサイズは、絶対量、ま
たはＤＭＴＣ周期性の関数であることができる（例えば、各ＤＭＴＣウィンドウ４７０が
生じるＤＭＴＣ期間４６０のサイズ、または連続的なＤＭＴＣウィンドウ４７０間の時間
）。例えば、実施形態において、バックオフウィンドウ４８０のサイズは、ＤＭＴＣ周期
性以下であり得る（例えば、それの分数またはパーセンテージ）。有益なことには、ｅＮ
Ｂ１０４と接続しようと試みるＵＥ１０６は、衝突の可能性が低く、それほど更なる遅延
もなくそれを行うことが可能であり得る。よって、バックオフウィンドウまたは遅延を利
用しない実施形態と比較して、良好なＵＥのポピュレーション遅延プロファイル（UE pop
ulation delay profile）が達成され得る。別の実施形態において、バックオフウィンド
ウ４８０のサイズは、ＤＭＴＣ周期性よりも大きくあり得る。いくつかの態様において、
バックオフウィンドウ４８０のサイズは、各ＵＥ１０６の分類、またはページング優先度
に基づき得る。
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【００６３】
　[0071]実施形態において、バックオフウィンドウ４８０のサイズは、ページングされた
ＵＥ１０６によって決定される。別の実施形態において、バックオフウィンドウ４８０の
サイズは、ｅＮＢ１０４によって決定され、ページングされたＵＥ１０６に伝達される。
例えば、ｅＮＢ１０４は、バックオフウィンドウ４８０のサイズをブロードキャストメッ
セージまたはＵＥ１０６をページングするページングサブフレームにおいてシグナリング
し得る。
【００６４】
　[0072]いくつかの態様において、ｅＮＢ１０４は、ＤＭＴＣウィンドウ４７０外のペー
ジング時点（paging occasion）４９５を提供し得る。そのようなページングは、すべて
のＵＥ１０６に、またはＵＥ１０６の一部のみに対して許可され得る。しかしながら、Ｄ
ＭＴＣウィンドウ４７０外のページング時点４９５を提供することは、通常の媒体競合に
勝利する（winning regular medium contention）ｅＮＢ１０４に影響され得る。例えば
、いくつかの態様において、ｅＮＢ１０４は、ＤＭＴＣウィンドウ４７０外の優先度の高
い媒体競合メカニズムを利用することができないので、ワイヤレス媒体を確保する可能性
がより低い。たとえそうだとしても、ＤＭＴＣウィンドウ４７０外のページング時点を提
供する更なる利点があり得る。例えば、このプロトコルを利用するために低い優先度トラ
フィックを有するＵＥ１０６が割り当てられた場合、（少なくとも高い優先度トラフィッ
クを有するＵＥ１０６よりも長い時間期間の間は）これらＵＥ１０６がページング時点を
逃しても問題ない（afford to miss）ので、ワイヤレス媒体の使用が最適化され得る。様
々な実施形態において、ページング時点４９５は、６ｍｓのような、ページングインジケ
ーションが送られ得る時間のウィンドウであり得る。いくつかの態様において、ＤＭＴＣ
ウィンドウ４７０外のページング時点をリッスンするように割り当てられたＵＥ１０６は
、ＤＭＴＣウィンドウ４７０内のページング時点をリッスンすることも許可されない（例
えば、割り当てられない）、あるいは、その逆も同様である。他の態様において、ＵＥ１
０６は、（例えば、同じＤＭＴＣ期間４６０またはＤＲＸサイクル内で、または異なるＤ
ＭＴＣ期間４６０またはＤＲＸサイクルにわたって）ＤＭＴＣウィンドウ４７０内および
外の両方のページング時点を割り当てられ得る。例えば、実施形態において、ＵＥ１０６
ａは、ＤＲＸサイクルごとに単一のページング機会に割り当てられ得る（例えば、ページ
ング時点４９５内またはＤＭＴＣウィンドウ４７０内だが、両方ではない）。
【００６５】
　[0073]いくつかの態様において、特定のページング機会へのＵＥ１０６の割り当ては、
ＤＲＸサイクルによって異なり得る。例えば、実施形態において、ＵＥ１０６ａは、すべ
てのＭ番目のＤＲＸサイクルを除き、すべてのＤＲＸサイクルにおいてＤＭＴＣウィンド
ウ４７０外で生じるページング機会に割り当てられ得る。Ｍ番目のＤＲＸサイクルにおい
て、ＵＥ１０６ａは、ＤＭＴＣウィンドウ４７０内で生じるページング機会に割り当てら
れ得る。実施形態において、ＵＥ１０６ａは、以下の真理値（truth value）に基づいて
ＤＭＴＣウィンドウ４７０内をリッスンし得る。
【００６６】
　[0074]　　f1(UEID) == f2(SFN, DRXpaging)、ここで、
　[0075]　　f1(UEID) = UEID mod M、および、
　[0076]　　f2(SFN, DRXpaging) = floor(SFN/DRXpaging) mod M.
　[0077]この実施形態にしたがって、ＵＥＩＤは、ＵＥ１０６ａの識別子であり得、ＳＦ
Ｎは、システムフレーム番号に等しくあり得、ＤＲＸｐａｇｉｎｇは、現在のＤＲＸサイ
クルの数に等しくあり得る。よって、Ｍの値を下げることは、ＵＥ１０６ａがページング
インジケーションを受信するであろう確率を高めることができる。さらに、このようにＭ
値を利用することは、ＵＥ１０６ａが何らかのポイントでページングインジケーションを
受信することを確実にするのに役立つことができ、通常の媒体競合に勝利するｅＮＢ１０
４に常に依存する必要はない。他の実施形態において、ＵＥ１０６ａは、ＵＥ１０６ａが
ＤＭＴＣウィンドウ４７０外で生じるページング機会に割り当てられ得る、すべてのＭ番
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目のＤＲＸサイクルを除いて、すべてのＤＲＸサイクルにおいてＤＭＴＣウィンドウ４７
０内で生じるページング機会に割り当てられることができる。よって、無認可スペクトル
におけるワイヤレス通信の更なる管理動作が提供され得る。
【００６７】
　[0078]図５は、一実施形態にしたがった、ワイヤレス通信の例示的な方法５００のフロ
ーチャートである。方法５００は、ｅＮＢ１０４によって実現されるように説明される。
しかしながら、当業者によって理解されることになるように、方法５００またはその何ら
かの変形例は、図２のワイヤレスデバイス２０２、または図１のＵＥ１０６のような、１
つまたは複数の他の適切な電子デバイスによって実現され得る。ブロックがある特定の順
序で生じるものとして説明され得るが、ブロックは再順序づけられ、ブロックは省略され
、および／または追加のブロックが追加されることができる。
【００６８】
　[0079]動作ブロック５１０では、ｅＮＢ１０４は、例えば、ロングタームエボリューシ
ョンの無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスに、無認可通信スペクトル上の送信のための時間間
隔を割り当てる。いくつかの態様において、ＬＴＥ－Ｕデバイスは、図１のＵＥ１０６ａ
であることができる。実施形態において、時間間隔は、ＤＲＸサイクル内のＤＭＴＣウィ
ンドウを備える。別の実施形態において、ＤＭＴＣウィンドウの開始は、［(UEID mod ND
MTC) * DMTCperiod_frames * Nsubframes_per_frame + DMTCoffset_frame］に基づいてＬ
ＴＥ－Ｕデバイスに割り当てられ、ここで、ＵＥＩＤはＬＴＥ－Ｕデバイスの識別子を備
え、ここで、ＮＤＭＴＣはＤＲＸサイクル内のＤＭＴＣウィンドウの数を備え、ここで、
ＤＭＴＣｐｅｒｉｏｄ＿ｆｒａｍｅｓは後続のＤＭＴＣウィンドウ間のフレームの数を備
え、ここで、Ｎｓｕｂｆｒａｍｅｓ＿ｐｅｒ＿ｆｒａｍｅは各フレームにおけるサブフレ
ームの数を備え、ここで、ＤＭＴＣｏｆｆｓｅｔ＿ｆｒａｍｅはアンカー信号が位置する
ＤＭＴＣウィンドウの開始時間からのサブフレームの数を備える。さらに別の実施形態に
おいて、ＮＤＭＴＣは、ＤＭＴＣウィンドウが生じる送信期間の持続期間で除算されたＤ
ＲＸサイクルの持続時間に基づく。
【００６９】
　[0080]動作ブロック５２０では、ｅＮＢ１０４は、無認可通信スペクトル上の時間間隔
の間にアンカー信号をブロードキャストし、アンカー信号は、ＬＴＥ－Ｕデバイスについ
てのページングインジケーションを備える。実施形態において、ページングインジケーシ
ョンは、ＬＴＥ－ＵデバイスのためのＲＮＴＩを備える。別の実施形態において、アンカ
ー信号は、ｅＤＲＳを備える。実施形態において、ページングインジケーションを備える
アンカー信号は、ＤＲＳパイロットスクランブリングを使用するパイロットを用いて送ら
れる。いくつかの態様において、ブロック５１０のいくつかの態様におけるアンカー信号
、アンカー信号は、エンハンスド発見基準信号を含む。
【００７０】
　[0081]追加または代替として、方法５００の一部として、ｅＮＢ１０４は、例えば、Ｌ
ＴＥ－Ｕデバイスの優先度、アクセスポイントによってバッファされたＬＴＥ－Ｕデバイ
スについてのメッセージの優先度、割り当てられた間隔の間に媒体を得るためのアクセス
ポイントの失敗、アクセスポイントのページング容量、およびＬＴＥ－Ｕデバイスが割り
当てられた間隔外のページングインジケーションをモニタリングしているというアクセス
ポイントによる決定、のうちの少なくとも１つに基づいて、割り当てられた間隔外でＬＴ
Ｅ－Ｕデバイスに更なるページングインジケーションを送信し得る。例えば、実施形態に
おいて、より低い優先度のデバイスまたはメッセージについてのページングインジケーシ
ョンは、ＤＭＴＣウィンドウ外で送信され得る。実施形態において、更なるページングイ
ンジケーションを含むサブフレームは、サブフレームがＤＭＴＣウィンドウ外で送信され
た時に、サブフレーム特有のスクランブリングを使用するパイロットを用いて送られる。
【００７１】
　[0082]いくつかの態様において、ブロック５１０において割り当てられた時間間隔は、
ダウンリンクモニタリング送信構成（ＤＭＴＣ）ウィンドウから外れて割り当てられ得る
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。間隔は、間欠受信（ＤＲＸ）サイクル内に含まれる代わりに割り当てられ得る。いくつ
かの態様において、時間間隔の割り当ては、アクセスポイントのページング容量の決定に
基づく、またはそれに応じる。
【００７２】
　[0083]追加または代替として、方法５００の一部として、ｅＮＢ１０４は、例えば、ア
ンカー信号をブロードキャストした後にＲＡＣＨ手順に基づいてＬＴＥ－Ｕデバイスと接
続し得る。いくつかの態様において、方法５００の一部として、ｅＮＢ１０４は、例えば
、ＬＴＥ－Ｕデバイスにバックオフ間隔を割り当て得、バックオフ間隔は、アンカー信号
がブロードキャストされた後の時間のウィンドウを備える。よって、別の実施形態におい
て、ｅＮＢ１０４は、アンカー信号をブロードキャストした後にバックオフ間隔が満了し
た後にＲＡＣＨ手順に基づいてＬＴＥ－Ｕデバイスと接続し得る。
【００７３】
　[0084]図６は、一実施形態にしたがった、ワイヤレス通信の例示的な方法６００の別の
フローチャートである。方法６００は、ＵＥ１０６によって実現されるように説明される
。しかしながら、当業者によって理解されることになるように、方法６００またはその何
らかの変形例は、図２のワイヤレスデバイス２０２または図１のｅＮＢ１０４のような、
１つまたは複数の他の適切な電子デバイスによって実現され得る。ブロックがある特定の
順序で生じるものとして説明され得るが、ブロックは再順序づけられ、ブロックは省略さ
れ、および／または追加のブロックが追加されることができる。
【００７４】
　[0085]動作ブロック６１０において、ＵＥ１０６ａは、例えば、無認可通信スペクトル
上のページングインジケーションの受信のための時間間隔を決定し得る。実施形態におい
て、時間間隔は、ＤＲＸサイクル内のＤＭＴＣウィンドウを備える。別の実施形態におい
て、ＤＭＴＣウィンドウの開始は、［(UEID mod NDMTC) * DMTCperiod_frames * Nsubfra
mes_per_frame + DMTCoffset_frame］に基づいて決定され、ここで、ＵＥＩＤはＬＴＥ－
Ｕデバイスの識別子を備え、ここで、ＮＤＭＴＣはＤＲＸサイクル内のＤＭＴＣウィンド
ウの数を備え、ここで、ＤＭＴＣｐｅｒｉｏｄ＿ｆｒａｍｅｓは後続のＤＭＴＣウィンド
ウ間のフレームの数を備え、ここで、Ｎｓｕｂｆｒａｍｅｓ＿ｐｅｒ＿ｆｒａｍｅは各フ
レームにおけるサブフレームの数を備え、ここで、ＤＭＴＣｏｆｆｓｅｔ＿ｆｒａｍｅは
、アンカー信号が位置するＤＭＴＣウィンドウの開始時間からのサブフレームの数を備え
る。さらに別の実施形態において、ＮＤＭＴＣは、ＤＭＴＣウィンドウが生じる送信期間
の持続期間で除算されたＤＲＸサイクルの持続時間に基づく。
【００７５】
　[0086]動作ブロック６２０では、ＵＥ１０６ａは、例えば、無認可通信スペクトル上の
時間間隔の間にアンカー信号受信し得、アンカー信号は、ページングインジケーションを
備える。いくつかの態様において、アンカー信号は、図１のｅＮＢ１０４によって送信さ
れることができる。実施形態において、ページングインジケーションは、ＬＴＥ－Ｕデバ
イスのためのＲＮＴＩを備える。別の実施形態において、アンカー信号は、ｅＤＲＳを備
える。実施形態において、ページングインジケーションを備えるアンカー信号は、ＤＲＳ
パイロットスクランブリングを使用するパイロットを用いて受信される。
【００７６】
　[0087]追加または代替として、方法６００の一部として、ＵＥ１０６は、例えば、割り
当てられた間隔外で更なるページングインジケーションを受信し得る。いくつかの態様に
おいて、このように更なるページングインジケーションを受信することは、デバイスの優
先度（ＬＴＥ－ＵＥデバイスの優先度）、アクセスポイントによってバッファされたＬＴ
Ｅ－Ｕデバイスについてのメッセージの優先度、ページングインジケーションを含むサブ
フレームが割り当てられた間隔内で送られなかったというＬＴＥ－Ｕデバイスによる決定
、および割り当てられた間隔外でページングインジケーションをモニタリングするための
ＬＴＥ－Ｕデバイスによる決定のうちの少なくとも１つに基づき得る。例えば、実施形態
において、より低い優先度のデバイスまたはメッセージについてのページングインジケー
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ションは、ＤＭＴＣウィンドウ外で送信され得る。いくつかの態様において、更なるペー
ジングインジケーションを含むサブフレームは、サブフレームがＤＭＴＣウィンドウ外で
送られた時に、サブフレーム特有のスクランブリングを使用するパイロットを用いて送ら
れる。
【００７７】
　[0088]追加または代替として、方法６００の一部として、ＵＥ１０６は、例えば、アン
カー信号を受信した後にアクセスポイントを用いてＲＡＣＨ手順を開始し得る。いくつか
の実施形態において、ＵＥ１０６は、アンカー信号の受信後を待つためのバックオフ間隔
をさらに決定し得る。よって、この実施形態にしたがって、ＬＴＥ－Ｕデバイスは、アン
カー信号を受信した後のバックオフ間隔を待った後にアクセスポイントを用いてＲＡＣＨ
手順を開始し得る。追加または代替として、方法６００の一部として、ＵＥ１０６は、例
えば、ページングインジケーションを復号し得る。実施形態において、ページングインジ
ケーションを復号した後、ＵＥ１０６は、ページングインジケーションがＬＴＥ－Ｕデバ
イスのためのものではない場合、リッスンすることを停止することができる。
【００７８】
　[0089]本明細書で使用される場合、「決定すること」という用語は、幅広いアクション
を包含する。例えば、「決定すること」は、計算すること（calculating）、計算するこ
と（computing）、処理すること、導出すること、調査すること、ルックアップすること
（例えば、表、データベース、または別のデータ構造においてルックアップすること）、
確定すること、および同様のことを含み得る。また、「決定すること」は、受信すること
（例えば、情報を受信すること）、アクセスすること（例えば、メモリにおけるデータに
アクセスすること）、および同様のことを含み得る。また、「決定すること」は、解決す
ること、選択すること、選ぶこと、確立すること、および同様のことを含み得る。さらに
、本明細書で使用される場合、「チャネル幅」は、ある特定の態様において、帯域幅を包
含し得る、または帯域幅とも称され得る。
【００７９】
　[0090]本明細書で使用される場合、アイテムのリスト「のうちの少なくとも１つ」を指
す表現は、単一のメンバ（members）を含む、それらのアイテムの任意の組合せを指す。
例として、「ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－
ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ－ｃをカバーすることを意図される。
【００８０】
　[0091]上記に説明された方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび／またはソフ
トウェアのコンポーネント、回路、および／またはモジュールのような、動作を実行する
ことが可能な任意の適切な手段によって実行され得る。一般に、図面において例示された
任意の動作は、動作を実行することが可能な対応する機能的な手段によって実行され得る
。
【００８１】
　[0092]本開示に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回
路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプロ
グラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタロジック、個別ハー
ドウェアコンポーネント、あるいは本明細書で説明された機能を実行するように設計され
たこれらの任意の組み合わせを用いて実現または実行され得る。汎用プロセッサは、マイ
クロプロセッサであり得るが、代替として、このプロセッサは、任意の商業的に利用可能
なプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る
。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイ
クロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つま
たは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成として実現され得る。
【００８２】
　[0093]１つまたは複数の態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
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ファームウェア、またはこれらの任意の組合せで実現され得る。ソフトウェアで実現され
る場合、これら機能は、コンピュータ可読媒体上で、１つまたは複数の命令またはコード
として送信または記憶され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコ
ンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体とコンピュータ記憶
媒体との両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされることができる任
意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒
体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク
記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいはデータ構造もし
くは命令の形式で所望されるプログラムコードを記憶または搬送するために使用されるこ
とができ、コンピュータによってアクセスされることができる任意の他の媒体を備えるこ
とができる。また、任意の接続は、コンピュータ可読媒体と厳密には称される。例えば、
ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者
回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用し
て、ウェブサイト、サーバ、またはその他の遠隔ソースから送信される場合には、この同
軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およ
びマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場
合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザ
ーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー
（登録商標）ディスクおよびブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、ここでディスク（
disks）は、通常磁気的にデータを再生し、一方ディスク（discs）は、レーザーを用いて
光学的にデータを再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は
、非一時的なコンピュータ可読媒体（例えば、有形媒体）を備え得る。加えて、いくつか
の態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的コンピュータ可読媒体（例えば、信号）を
備え得る。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきであ
る。
【００８３】
　[0094]本明細書で開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複数
のステップまたはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、特
許請求の範囲から逸脱することなく互いに置き換えられ得る。言い換えれば、ステップま
たはアクションの特定の順序が明記されない限り、特定のステップおよび／またはアクシ
ョンの順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく修正され得る。
【００８４】
　[0095]説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはこれ
らの任意の組合せで実現され得る。ソフトウェアで実現される場合、これら機能は、コン
ピュータ可読媒体上で、１つまたは複数の命令として記憶され得る。記憶媒体は、コンピ
ュータによってアクセスされることができる任意の入手可能な媒体であることができる。
限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁
気記憶デバイス、あるいはデータ構造もしくは命令の形式で所望されるプログラムコード
を記憶または搬送するために使用されることができ、コンピュータによってアクセスされ
ることができる任意の他の媒体を備えることができる。本明細書で使用される場合、ディ
スク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディス
ク、光ディスク、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピーディスク、およびブル
ーレイ（登録商標）ディスクを含み、ここでディスク（disks）は、通常磁気的にデータ
を再生し、一方ディスク（discs）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。
【００８５】
　[0096]したがって、ある特定の態様は、本明細書で提示された動作を実行するためのコ
ンピュータプログラム製品を備え得る。例えば、このようなコンピュータプログラム製品
は、その上に命令が記憶された（および／または符号化された）コンピュータ可読媒体を
備え得、これら命令は、本明細書で説明された動作を実行するために１つまたは複数のプ
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ロセッサによって実行可能である。ある特定の態様では、コンピュータプログラム製品は
、パッケージング材料を含み得る。
【００８６】
　[0097]ソフトウェアまたは命令はまた、送信媒体上で送信され得る。例えば、ソフトウ
ェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（Ｄ
ＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウ
ェブサイト、サーバ、またはその他の遠隔ソースから送信される場合には、この同軸ケー
ブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイ
クロ波のようなワイヤレス技術は、送信媒体の定義に含まれる。
【００８７】
　[0098]さらに、本明細書で説明された方法および技法を実行するためのモジュールおよ
び／または他の適切な手段は、適宜、ユーザ端末および／または基地局によってダウンロ
ードされるおよび／またはさもなければ取得され得ることが理解されるべきである。例え
ば、このようなデバイスは、本明細書で説明された方法を実行するための手段の転送を容
易にするためにサーバに結合されることができる。代替として、本明細書で説明された様
々な方法は、ユーザ端末および／または基地局が、デバイスに記憶手段を結合または提供
する際に、様々な方法を得ることができるように、記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、
コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクのような物理記憶媒体、等）を介
して提供されることができる。さらに、本明細書で説明された方法および技法をデバイス
に提供するためのその他任意の適切な技法が、利用されることができる。
【００８８】
　[0099]特許請求の範囲は、上記に例示された厳密な構成およびコンポーネントに限定さ
れないことが理解されるべきである。様々な修正、変更、および変形が、特許請求の範囲
から逸脱することなく、上記に説明された方法および装置の配置、動作および詳細におい
て行われ得る。
【００８９】
　[00100]前述の内容が本開示の態様を対象としている一方、本開示の他のおよびさらな
る態様は、その基本的な範囲から逸脱することなしに考案され得、その範囲は、後続する
特許請求の範囲によって決定される。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ロングタームエボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスに、無認可通信スペクト
ル上の送信のための時間間隔を、アクセスポイントによって、割り当てることと、および
、
　前記無認可通信スペクトル上の前記時間間隔の間にアンカー信号を、前記アクセスポイ
ントによって、ブロードキャストすることと、前記アンカー信号は、前記ＬＴＥ－Ｕデバ
イスについてのページングインジケーションを備える、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記時間間隔は、間欠受信（ＤＲＸ）サイクル内のダウンリンクモニタリング送信構成
（ＤＭＴＣ）ウィンドウを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　ダウンリンクモニタリング送信構成（ＤＭＴＣ）ウィンドウ外に、および間欠受信（Ｄ
ＲＸ）サイクル内に、前記時間間隔を割り当てることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ４］
　前記アクセスポイントのページング容量の決定に応答して前記ＤＭＴＣウィンドウ外に
前記時間間隔を割り当てることをさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
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　前記ＤＭＴＣウィンドウの開始は、
　　( UEID mod NDMTC ) * DMTCperiod_frames * Nsubframes_per_frame + DMTCoffset_f
rame
　に基づいて前記ＬＴＥ－Ｕデバイスに割り当てられ、
　ここで、ＵＥＩＤは前記ＬＴＥ－Ｕデバイスの識別子を備え、ここで、ＮＤＭＴＣは前
記ＤＲＸサイクル内のＤＭＴＣウィンドウの数を備え、ここで、ＤＭＴＣｐｅｒｉｏｄ＿
ｆｒａｍｅｓは後続のＤＭＴＣウィンドウ間のフレームの数を備え、ここで、Ｎｓｕｂｆ
ｒａｍｅｓ＿ｐｅｒ＿ｆｒａｍｅは各フレームにおけるサブフレームの数を備え、ここで
、ＤＭＴＣｏｆｆｓｅｔ＿ｆｒａｍｅは前記アンカー信号が位置する前記ＤＭＴＣウィン
ドウの開始時間からのサブフレームの数を備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　ＮＤＭＴＣは、前記ＤＭＴＣウィンドウが生じる送信期間の持続期間で除算された前記
ＤＲＸサイクルの持続時間に基づく、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ＬＴＥ－Ｕデバイスの優先度と、
　前記アクセスポイントによってバッファされた前記ＬＴＥ－Ｕデバイスについてのメッ
セージの優先度と、
　前記時間間隔の間に前記媒体を得るための前記アクセスポイントの失敗と、および、
　前記ＬＴＥ－Ｕデバイスが前記時間間隔外でページングインジケーションをモニタリン
グするという前記アクセスポイントによる決定と
　のうちの少なくとも１つに基づいて、前記時間間隔外で前記ＬＴＥ－Ｕデバイスに更な
るページングインジケーションを送信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記更なるページングインジケーションを含むサブフレームは、前記サブフレームがダ
ウンリンクモニタリング送信構成（ＤＭＴＣ）ウィンドウ外で送信された時に、サブフレ
ーム特有のスクランブリングを使用するパイロットを用いて送られる、Ｃ７に記載の方法
。
［Ｃ９］
　前記ＬＴＥ－Ｕデバイスにバックオフ間隔を、前記アクセスポイントによって、割り当
てることと、前記バックオフ間隔は、前記アンカー信号がブロードキャストされた後の時
間のウィンドウを備える、および
　前記バックオフ間隔に基づいて、前記アンカー信号をブロードキャストした後にランダ
ムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）手順に基づいて前記ＬＴＥ－Ｕデバイスと、前記アクセ
スポイントによって、接続することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記アンカー信号は、エンハンスド発見基準信号を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　無認可通信スペクトル上のページングインジケーションの受信についての時間間隔を、
ロングタームエボリューションの無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスによって、決定すること
と、および、
　前記無認可通信スペクトル上の前記時間間隔の間にアンカー信号を、前記ＬＴＥ－Ｕデ
バイスによって、受信することと、前記アンカー信号は、前記ページングインジケーショ
ンを備える、
　を備える、方法。
［Ｃ１２］
　前記時間間隔は、間欠受信（ＤＲＸ）サイクル内のダウンリンクモニタリング送信構成
（ＤＭＴＣ）ウィンドウを備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
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　前記時間間隔は、ダウンリンクモニタリング送信構成（ＤＭＴＣ）ウィンドウ外に、お
よび間欠受信（ＤＲＸ）サイクル内にある、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記ＤＭＴＣウィンドウの開始は、
　　( UEID mod NDMTC ) * DMTCperiod_frames * Nsubframes_per_frame + DMTCoffset_f
rame
　に基づいて決定され、
　ここで、ＵＥＩＤは前記ＬＴＥ－Ｕデバイスの識別子を備え、ここで、ＮＤＭＴＣは前
記ＤＲＸサイクル内のＤＭＴＣウィンドウの数を備え、ここで、ＤＭＴＣｐｅｒｉｏｄ＿
ｆｒａｍｅｓは後続のＤＭＴＣウィンドウ間のフレームの数を備え、ここで、Ｎｓｕｂｆ
ｒａｍｅｓ＿ｐｅｒ＿ｆｒａｍｅは各フレームにおけるサブフレームの数を備え、ここで
、ＤＭＴＣｏｆｆｓｅｔ＿ｆｒａｍｅは前記アンカー信号が位置する前記ＤＭＴＣウィン
ドウの開始時間からのサブフレームの数を備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１５］
　ＮＤＭＴＣは、前記ＤＭＴＣウィンドウが生じる送信期間の持続期間で除算された前記
ＤＲＸサイクルの持続時間に基づく、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記ＬＴＥ－Ｕデバイスの優先度と、
　アクセスポイントによってバッファされた前記ＬＴＥ－Ｕデバイスについてのメッセー
ジの優先度と、
　前記ページングインジケーションを含むサブフレームが前記時間間隔内に送られなかっ
たという前記ＬＴＥ－Ｕデバイスによる決定と、および、
　前記時間間隔外のページングインジケーションをモニタリングするという前記ＬＴＥ－
Ｕデバイスによる決定と
　のうちの少なくとも１つに基づいて、前記時間間隔外の更なるページングインジケーシ
ョンを、前記ＬＴＥ－Ｕデバイスによって、受信することをさらに備える、Ｃ１１に記載
の方法。
［Ｃ１７］
　前記更なるページングインジケーションを含むサブフレームは、前記サブフレームがダ
ウンリンクモニタリング送信構成（ＤＭＴＣ）ウィンドウ外で受信された時に、サブフレ
ーム特有のスクランブリングを使用するパイロットを用いて受信される、Ｃ１６に記載の
方法。
［Ｃ１８］
　前記アンカー信号の受信後を待つバックオフ間隔を、前記ＬＴＥ－Ｕデバイスによって
、決定することと、および、
　前記アンカー信号を受信した後に前記バックオフ間隔を待った後にアクセスポイントで
ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）手順を、前記ＬＴＥ－Ｕデバイスによって、開始
することと
　をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記ページングインジケーションを、前記ＬＴＥ－Ｕデバイスによって、復号すること
と、および、
　前記ページングインジケーションを復号した後に、前記ＬＴＥ－Ｕデバイスによって前
記時間間隔内で更なるページングインジケータをリッスンすること(listening)を停止す
ることと、
　をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ２０］
　ワイヤレス通信のためのアクセスポイントであって、
　ロングタームエボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスに、無認可通信スペクト
ル上の送信のための時間間隔を割り当てるように構成された電子ハードウェアプロセッサ
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と、および、
　前記無認可通信スペクトル上の前記時間間隔の間にアンカー信号をブロードキャストす
るように構成された送信機と、前記アンカー信号は、前記ＬＴＥ－Ｕデバイスについての
ページングインジケーションを備える
　を備える、アクセスポイント。
［Ｃ２１］
　前記時間間隔は、間欠受信（ＤＲＸ）サイクル内のダウンリンクモニタリング送信構成
（ＤＭＴＣ）ウィンドウを備える、Ｃ２０に記載のアクセスポイント。
［Ｃ２２］
　前記プロセッサは、ダウンリンクモニタリング送信構成（ＤＭＴＣ）ウィンドウ外に、
および間欠受信（ＤＲＸ）サイクル内に前記時間間隔を割り当てるようにさらに構成され
る、Ｃ２０に記載のアクセスポイント。
［Ｃ２３］
　前記プロセッサは、前記アクセスポイントのページング容量の決定に応答してダウンリ
ンクモニタリング送信構成（ＤＭＴＣ）ウィンドウ外に前記時間間隔を割り当てるように
さらに構成される、Ｃ２２に記載のアクセスポイント。
［Ｃ２４］
　前記電子ハードウェアプロセッサは、
　　( UEID mod NDMTC ) * DMTCperiod_frames * Nsubframes_per_frame + DMTCoffset_f
rame
　に基づいて前記ＬＴＥ－Ｕデバイスに前記ＤＭＴＣウィンドウの開始を割り当てるよう
にさらに構成され、
　ここで、ＵＥＩＤは前記ＬＴＥ－Ｕデバイスの識別子を備え、ここで、ＮＤＭＴＣは前
記ＤＲＸサイクル内のＤＭＴＣウィンドウの数を備え、ここで、ＤＭＴＣｐｅｒｉｏｄ＿
ｆｒａｍｅｓは後続のＤＭＴＣウィンドウ間のフレームの数を備え、ここで、Ｎｓｕｂｆ
ｒａｍｅｓ＿ｐｅｒ＿ｆｒａｍｅは各フレームにおけるサブフレームの数を備え、ここで
、ＤＭＴＣｏｆｆｓｅｔ＿ｆｒａｍｅは前記アンカー信号が位置する前記ＤＭＴＣウィン
ドウの開始時間からのサブフレームの数を備える、Ｃ２１に記載のアクセスポイント。
［Ｃ２５］
　前記電子ハードウェアプロセッサは、前記ＤＭＴＣウィンドウが生じる送信期間の持続
期間で除算された前記ＤＲＸサイクルの持続時間に基づいてＮＤＭＴＣを決定するように
さらに構成される、Ｃ２４に記載のアクセスポイント。
［Ｃ２６］
　前記送信機は、前記割り当てられた時間間隔外で前記ＬＴＥ－Ｕデバイスに更なるペー
ジングインジケーションを送信するようにさらに構成され、ここにおいて、前記電子ハー
ドウェアプロセッサは、
　前記ＬＴＥ－Ｕデバイスの優先度と、
　前記ＬＴＥ－Ｕデバイスのためにバッファされたメッセージの優先度と、
　前記割り当てられた時間間隔の間に前記媒体を得ることの失敗と、および
　前記ＬＴＥ－Ｕデバイスが前記割り当てられた時間間隔外でページングインジケーショ
ンをモニタリングするという決定と
　のうちの少なくとも１つに基づいて前記更なるページングインジケーションをいつ送信
するかを決定するように構成される、Ｃ２０に記載のアクセスポイント。
［Ｃ２７］
　前記電子ハードウェアプロセッサは、サブフレームがダウンリンクモニタリング送信構
成（ＤＭＴＣ）ウィンドウ外で送信されるべきであるとき、サブフレーム特有のスクラン
ブリングを使用するパイロットを用いて前記更なるページングインジケーションを含む前
期サブフレームを生成するようにさらに構成され、ここにおいて、前記送信機は、前記サ
ブフレームを送信するようにさらに構成される、Ｃ２６に記載のアクセスポイント。
［Ｃ２８］
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　前記電子ハードウェアプロセッサは、
　前記ＬＴＥ－Ｕデバイスにバックオフ間隔を割り当てることと、前記バックオフ間隔は
、前記アンカー信号がブロードキャストされた後の時間のウィンドウを備える、および、
　前記バックオフ間隔に基づいて、前記アンカー信号をブロードキャストした後にランダ
ムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）手順に基づいて前記ＬＴＥ－Ｕデバイスと接続すること
と
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２０に記載のアクセスポイント。
［Ｃ２９］
　ワイヤレス通信のためのロングタームエボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイス
であって、
　無認可通信スペクトル上のページングインジケーションの受信のための時間間隔を決定
するように構成された電子ハードウェアプロセッサと、および、
　前記無認可通信スペクトル上の前記時間間隔の間にアンカー信号を受信するように構成
された受信機と、前記アンカー信号は、前記ページングインジケーションを備える
　を備える、ＬＴＥ－Ｕデバイス。
［Ｃ３０］
　前記時間間隔は、間欠受信（ＤＲＸ）サイクル内のダウンリンクモニタリング送信構成
（ＤＭＴＣ）ウィンドウを備える、Ｃ２９に記載のＬＴＥ－Ｕデバイス。
［Ｃ３１］
　前記時間間隔は、ダウンリンクモニタリング送信構成（ＤＭＴＣ）ウィンドウ外に、お
よび間欠受信（ＤＲＸ）サイクル内にある、Ｃ２９に記載のＬＴＥ－Ｕデバイス。
［Ｃ３２］
　前記電子ハードウェアプロセッサは、
　　( UEID mod NDMTC ) * DMTCperiod_frames * Nsubframes_per_frame + DMTCoffset_f
rame
　に基づいて前記ＤＭＴＣウィンドウの開始を決定するようにさらに構成され、
　ここで、ＵＥＩＤは前記ＬＴＥ－Ｕデバイスの識別子を備え、ここで、ＮＤＭＴＣは前
記ＤＲＸサイクル内のＤＭＴＣウィンドウの数を備え、ここで、ＤＭＴＣｐｅｒｉｏｄ＿
ｆｒａｍｅｓは後続のＤＭＴＣウィンドウ間のフレームの数を備え、ここで、Ｎｓｕｂｆ
ｒａｍｅｓ＿ｐｅｒ＿ｆｒａｍｅは各フレームにおけるサブフレームの数を備え、ここで
、ＤＭＴＣｏｆｆｓｅｔ＿ｆｒａｍｅは前記アンカー信号が位置する前記ＤＭＴＣウィン
ドウの開始時間からのサブフレームを備える、Ｃ３０に記載のＬＴＥ－Ｕデバイス。
［Ｃ３３］
　前記電子ハードウェアプロセッサは、ＮＤＭＴＣが、前記ＤＭＴＣウィンドウが生じる
送信期間の持続期間で除算された前記ＤＲＸサイクルの持続時間に基づくと決定するよう
にさらに構成される、Ｃ３２に記載のＬＴＥ－Ｕデバイス。
［Ｃ３４］
　前記受信機は、前記割り当てられた間隔外で更なるページングインジケーションを受信
するようにさらに構成され、ここにおいて、前記電子ハードウェアプロセッサは、
　デバイス優先度と、
　アクセスポイントによってバッファされたメッセージの優先度と、
　前記ページングインジケーションを含むサブフレームが前記割り当てられた間隔内に送
られなかったという決定と、および、
　前記割り当てられた時間間隔外でページングインジケーションをモニタリングするとい
う決定と
　のうちの少なくとも１つに基づいて前記更なるページングインジケーションをいつ受信
するかを決定するように構成される、Ｃ２９に記載のＬＴＥ－Ｕデバイス。
［Ｃ３５］
　前記受信機は、前記サブフレームがダウンリンクモニタリング送信構成（ＤＭＴＣ）ウ
ィンドウ外で受信された時に、サブフレーム特有のスクランブリングを使用するパイロッ
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さらに構成される、Ｃ３４に記載のＬＴＥ－Ｕデバイス。
［Ｃ３６］
　前記電子ハードウェアプロセッサは、
　前記アンカー信号の受信後を待つバックオフ間隔を決定することと、および、
　前記アンカー信号を受信した後に前記バックオフ間隔を待った後にアクセスポイントで
ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）手順を開始することと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２９に記載のＬＴＥ－Ｕデバイス。
［Ｃ３７］
　前記電子ハードウェアプロセッサは、
　前記ページングインジケーションを復号することと、および、
　前記ページングインジケーションを復号した後に、前記時間間隔内で更なるページング
インジケータをリッスンすることを停止することと、
　を行うようにさらに備える、Ｃ２９に記載のＬＴＥ－Ｕデバイス。
［Ｃ３８］
　ワイヤレス通信のためのアクセスポイントであって、
　ロングタームエボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスに、無認可通信スペクト
ル上の送信のための時間間隔を割り当てるための手段と、および、
　前記無認可通信スペクトル上の前記時間間隔の間にアンカー信号をブロードキャストす
るための手段と、前記アンカー信号は、前記ＬＴＥ－Ｕデバイスについてのページングイ
ンジケーションを備える
　を備える、アクセスポイント。
［Ｃ３９］
　ワイヤレス通信のためのロングタームエボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイス
であって、
　無認可通信スペクトル上のページングインジケーションの受信のための時間間隔を決定
するための手段と、および、
　前記無認可通信スペクトル上の前記時間間隔の間にアンカー信号を受信するための手段
と、前記アンカー信号は、前記ページングインジケーションを備える
　を備える、ＬＴＥ－Ｕデバイス。
［Ｃ４０］
　非一時的なコンピュータ可読媒体であって、実行されると、
　ロングタームエボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスに、無認可通信スペクト
ル上の送信のための時間間隔を割り当てることと、および、
　前記無認可通信スペクトル上の前記時間間隔の間にアンカー信号をブロードキャストす
ることと、前記アンカー信号は、前記ＬＴＥ－Ｕデバイスについてのページングインジケ
ーションを備える
　をアクセスポイントのプロセッサに行わせる命令を記憶した、非一時的なコンピュータ
可読媒体。
［Ｃ４１］
　非一時的なコンピュータ可読媒体であって、実行されると、
　無認可通信スペクトル上のページングインジケーションの受信のための時間間隔を決定
することと、および、
　前記無認可通信スペクトル上の前記時間間隔の間にアンカー信号を受信することと、前
記アンカー信号は、前記ページングインジケーションを備える
　をロングタームエボリューション無認可（ＬＴＥ－Ｕ）デバイスのプロセッサに行わせ
る命令を記憶した、非一時的なコンピュータ可読媒体。
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